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１ はじめに 

 
 本稿は、英国オープン・ユニバーシティ（以下、OU）の機関紙/誌 Sesame の概要を紹介

し、それが英国における高等教育政策の変化と OU と同じく主にメディアを通して教育活

動を行っている大学において、いかなる史料的価値を有しているのかを明らかにするもの

である。 
 1960 年代、英国では労働市場の変化に伴い、高等教育分野の拡大がなされていた。しか

し、キャンパスに通い、講義を聴かねばならないという既存の伝統的な教育方法では、既

に学校から離れ、職場や家庭を有している国民たちにまで教育の機会を提供するには限界

があった。ゆえに、学生たちが、ラジオ、テレビを通して、自主的に学習を行い、大学側

はその学習をサポートする新しい方式の大学が構想された。また、できるだけ多くの国民

に教育の機会を提供するため、入学試験など、入学資格を求めないことにした。この革新

的な大学の名前は「放送大学（The University of the Air）」であった。以後、大学名を、

メディアの活用を強調した「放送」より、皆に「開かれた」大学という大学の哲学に重き

を置いたオープン・ユニバーシティに変更し、1969 年にはついに大学が設立された。設立

から約 50 年が経った現在、OU は 16 万人の学生が在籍し、大学に対する満足度の面でケ

ンブリッジ大学やオクスフォード大学など、英国国内の名門大学と肩を並べる世界有数の

大学にまで成長した。 
 Sesame は、OU が初めて新入生を受け入れた年の 1 年後の 1972 年に創刊され、2011 年

に廃刊されるまでの 40 年間、OU の構成員たちの窓口の役割を果たした紙媒体である。

Sesame は 248 号まで刊行され、1972 年から 2004 年までは新聞形式であったが、2004/5
年度からは雑誌形式に変更された。59，60 号は OU が 10 周年を迎えたことを記念し、The 
First Ten Years という冊子に代替され、廃刊される 3 年前の 2008 年から 2011 年までは

Welcome to Sesame が 3 回刊行された。Welcome to Sesame は、過去の記事で構成された

ものであった。これらは正式的な号としては数えられなかった。刊行時期は随時変わり、

最初は毎月もしくは隔月に刊行されていたが、2004/5 年度から廃刊されるまでは季刊とな

った。 
 本紙/誌の構成やコーナーの名称は常に変更されたが、その機能は基本的に情報伝達（学
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内/学外）、大学の構成員間のコミュニケーションであったといえる。情報伝達の例としては、

学内の方針の変更、大学に関わる国の政策の変更、学内で行われている研究の紹介、新し

いコース1の紹介、各コースの合格率などであった。大学の構成員間のコミュニケーション

の例としては、教職員及び学生の投稿コーナー、大学や国の政策を議題とするディスカッ

ションコーナー、教材や電子機器などの中古取引コーナー、集い（勉強会、クラブ活動な

ど）及び行事（卒業式、オープンキャンパスなど）の案内コーナーなどを挙げることがで

きる。 
 
 

２ Sesame の史料的価値 

 

 Sesame が史料的価値を有するとみられる理由は次の通りである。まず、英国内の高等教

育政策における変化を把握することができる点である。OU は、高等教育分野の拡大が積極

的に進められていた 1960 年代の労働党政権下に設立され、以後、保守党が政権を握るたび

に、補助金の削減に起因する 3 度の危機を経験した（ジョン、2017）。Sesame が刊行され

た 1972 年から 2011 年は、これらの危機があった時期を含む。したがって、Sesame を通

して、当時の高等教育政策の変化とこれに対する OU 内部の反応について把握することが

できる。 
 つぎに、OU のように、メディアを通して高等教育を提供している教育機関において、い

かなるメディアが活用されてきたか、という変遷について理解することができる。OU は設

立期から、ラジオとテレビを活用した学習経験の提供をメインとしてきた大学であり、以

後も新しいメディアを積極的に導入してきた。今まで OU に導入されてきたメディアは大

別して、マスメディア（ラジオ・テレビ）、パーソナルメディア（ビデオテープ・CD・コ

ンピューター）、知識メディア（インターネット）の 3 つに分けることができる（ジョン、

2017）。こうしたメディアの変遷は、OU と類似した方法で教育や学習者支援を提供してい

る他の教育機関とも、効果的な教育を可能にするツールやテクノロジーの開発を目的とす

る教育工学とも、密接な関係がある。 
以下、Sesame の本文を引用しながら、これら 2 つの史料的価値を裏付けることを試みる。 
 
 

３ 英国における高等教育政策の変化 

 
 ジョン（2017）は、英国の高等教育政策が、労働党と保守党のどちらの党が集権（選挙

で勝利）したかに左右されてきたこと、そして OU など英国の大学に大きな影響を及ぼし

てきたことを指摘した。その顕著な例は、主に保守党政権下でなされた補助金の削減であ

った。かつて OU の収入の大半は国の補助金であったが、補助金の削減はすぐに学費の値

上げにつながった。そして、学費の値上げは、学生数の減少の直接的な原因になった。OU
の学生の多くは、学業と並行して職業や家庭を持っており、学費の値上げに敏感だったた

めである。補助金の削減は学費の値上げに、学費の値上げは学生数の減少につながり、結

果的には大学の収入が大きく減少し、大学の存続を脅かすという悪循環が続いた。OU が設
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立されて以来、保守党への政権交代は 3 回なされたが、これは OU に 3 回の危機があった

ことを意味する。Sesame が刊行された時期は、これら全ての危機が生じた時期と重なる。

したがって、同紙/誌の記事から当時の状況を把握することは、難しいことではないのであ

る。 
 危機の中でも最も際立つのは、保守党が集権し、マーガレット・サッチャーが総理大臣

を務めた 1979 年から 1990 年の間である。58 号（1979 年 5/6 月）のヘッドラインニュー

ス「さらに絞められた OU の財布の紐」2では、OU があげていた収入の一部を政府に収め

ることになったため、年に£90 万の赤字が予想されるようになった点を扱った。59 号（1979
年 7/8 月）のヘッドラインニュースは「OU が絶望的な財政的展望に直面する」3であった。

本来、1979 年度の予算は£3,300 万に予想されていたが、政府が補助金を削減したため、急

に£100 万の支出を年末まで削減する必要が生じたのである。また、政府の補助金には、こ

れから値上げされる消費税と給与が反映されていなかったため、財政状況がさらに悪化す

ることが予想された。 
 補助金の削減は結局、学費の値上げの原因となった。61 号（1979 年 10/11 月）のヘッド

ラインニュース「マーガレットの予算削減が悪影響を及ぼし、学費が£69 まで値上げ、教員

は減縮」4では、1980 年から OU のフル単位コース（Full credit course）にかかる費用が、

既存の£55 から£67 まで値上げされることを扱うものであった。インフレーションの影響で

教材費、交通費、郵便料金などが値上げされたことまで考慮すると、学生によっては学習

にかかる費用がたった 1 年で 50%も値上がりしたことになる。以後、69 号（1980 年 12 月）

「政府が支援を減らすために、学費の値上げを強制した」5、85 号（1983 年 1/2 月）「1983
年には£350 万（の補助金）が削減」6、87 号（1983 年 7/8 月）「予算削減は（新しい）コ

ースの制作を遅くする」7、88 号（1983 年 9/10 月）「また、予算から£100 万が削減」8な

どからも、政府の高等教育政策の基調とこれに伴う OU の危機意識を窺うことができる。

こうした論調の記事は、OU への支援が増え始めた 1980 年代末まで持続された。 
 
 

４ 高等教育に活用されてきたメディアの変遷 

 
 OU は、1960 年代からメディアを通して高等教育を提供する教育機関であったがゆえに、

現在に至るまで様々なメディアを導入し続けてきた。これは、単に OU という一大学の変

遷というだけではなく、OU のようにメディアを通して教育を提供してきた大学が、いかな

る過程を経て現在に至ったのかを知る手がかりとなるものでもある。OU が活用してきたメ

ディアの変遷を大きく捉えると、マスメディア（ラジオ、テレビ）、パーソナルメディア（ビ

デオテープ、CD、コンピューター）、知識メディア（インターネット）という順序で推移

してきたことがわかる。以下では、Sesame の記事を通して、こうした変遷の裏付けを試み

る。 
 従来、OU の教育はラジオやテレビのようなマスメディアを中心に行われていたが、つい

にパーソナルメディアが導入されたのは、1973 年のことであった。Vol. 2、1 号（1973 年

1 月）の「5 つの（スタディ・）センターには新しいカセット（ビデオテープ）がある」9と

題する記事では、スタディ・センター5 ヶ所にビデオレコーダー（VCR）及びビデオテープ
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が導入され、OU にもついにビデオテープが導入されたと報じられている。ここでいうスタ

ディ・センターとは、OU が学習をサポートするために、英国の各地域に設けた拠点である。

スタディ・センターには、教員がテュートリアルを行う講義室、学習に必要な設備及び資

料が備えられていた。Vol6、3 号（1977 年４/5 月）「今度は、TV テープ（ビデオテープ）

を（スタディ・）センターに配置する予定」10では、VCR 及びビデオテープを備えたスタ

ディ・センターを 35 ヶ所に拡大する予定であることが発表されている。 
 1981 年以降は、パーソナルメディアが本格的に、従来のマスメディアを代替するように

なった。71 号（1981 年 3/4 月）「テレビをより減らし、AV をより増やす計画」11という記

事を通して OU は、テレビを中心に提供されてきた学習資料を、ビデオテープなどパーソ

ナルメディアを中心に提供していく方針であることを予告した。OU の講義が放送されるチ

ャンネルの視聴率が 1974～8 年度には 63.7%を記録したのに対し、1979 年には 55.5%まで

落ちたためであった。89 号（1983 年 12 月）ヘッドラインニュース「ビデオがテレビを圧

迫している12」によれば、学生の 42%が VCR を活用できる環境にあると答えた。これは、

OU で用いられている主なメディアがマスメディアからパーソナルメディアに移行してい

ることを示す、初めての客観的な調査であった。しかし、パーソナルメディアへの移行は、

パーソナルメディアの利用率自体の上昇を意味したものの、VCR などの設備を備えていた

OU のスタディ・センターを利用する必要性が低下したことを意味した。97 号（1984 年 12
月）「ビデオが生き残る」13によれば、利用率が低いため、スタディ・センターに置かれた

VCR が整理される危機に陥ったが、大学はしばらく状況を見守ることにしたと伝えた。 
 1980 年代末は、それ自体がパーソナルメディアでもあり、次に来る知識メディアにつな

がる土台ともなるコンピューターが、OU に積極的に導入された時期であった。116 号（1987
年 10/11 月）ヘッドラインニュース「39%（の学生）が自分のコンピューターを欲しがる」

14によれば、今まで用いてきたメディアの以外にもコンピューターでも提供されたコースで

ある「ホーム・コンピューティング・コース」15を申し込んだ学生の中で、39%が自分のコ

ンピューターを買う意向があるとのことであった。また 119 号（1988 年 3/4 月）「PC ディ

スクで提出する初めての課題」では、ディスケットで課題を提出するコースについて扱っ

ており、136 号（1990 年 8/9 月）「スタディ・センターに PC を導入すべきか」16では、ス

タディ・センターに PC を設ける必要性について討論が行われた。それと同時に、大学はテ

レビへの依存度を減らしていった。143 号（1991 年 8/9 月）「BBC センターとともに 133
の職がなくなるかもしれない」17では、TV 用講義を制作していた学内の BBC センターが

もうじき閉鎖されることを伝えた。 
 以後、コンピューターの普及に基づいて、知識メディアであるインターネットが導入さ

れた。163 号（1994 年 10/11 月）「CoSy（学内専用のビデオ会議システム）がインターネ

ットに近づく」18では、インターネットについて詳細に紹介し、これから大学がインターネ

ットの活用を拡大していく方針であるとした。この際、インターネットが持つ機能の中で

も、コミュニケーション機能が強調された。176 号（1996 年 12 月）「サイバースペースで

開かれたテュートリアル」19では、英国にいる教員とアメリカにいる学生が、インターネッ

トを通してテュートリアルに参加したことが扱われた。192 号（1990 年 8/9 月）「対面式授

業（テュートリアル）がコンピューターに移行することへの憂慮」20では、コンピューター

の活用により、多面式テュートリアルが減少することを懸念する学内構成員の声が掲載さ
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れた。主な理由は、インターネット上で行われるテュートリアルが「社会的に孤立」した

ものであり、「OU のエトスに反する」ためであった。 
 インターネットが導入される 20 年前、Sesame が、対面式テュートリアルが行われるス

タディ・センターについて調査を行ったことがある。これを通して、なぜ OU の構成員た

ちが対面式テュートリアルの減少を懸念したのかについて、手がかりを得ることができる。

Vol4、4 号（1975 年 6/7 月）「スタディ・センターを夢見る」21では学生たちが考える理想

的なスタディ・センターに対するアンケート調査の結果が発表された。とりわけ、「私は…

のような機会があれば、（テュートリアルが終わった後、）スタディ・センターに残ること

を考慮する」（応答者 271 人）という質問について、80%の学生たちは「他の学生や教職員

と話す機会」と答えた。この結果によれば、学生たちは、スタディ・センターの機能の中

でもコミュニケーション機能を重視していたことが分かる。即ち、OU の学生たちが考える

対面式テュートリアルは、一種のコミュニケーションの機会に近いものであり、192 号

（1990 年 8/9 月）の議論においても、同様の考えが働いたことが推察できる。 
 
 

５ おわりに 

 
 以上、Sesame の史料的価値について論じた。これらは、OU が国の政策の変化にいかに

対応してきたのかとともに、各時期において、いかなるメディアが導入され、大学はそれ

をどう受け入れたのかを知る手がかりを与えていることを明らかにした。これらは、今後

の OU や英国の高等教育の展望を示すものであると同時に、OU と同様の教育方法を採用し

ている大学におけるメディアの活用についても示唆を与えるものである。 
 例えば、高等教育政策の変遷にかかわって言えば、2010 年から再び保守党が政権を握る

ことになり、各大学への補助金が削減された。そのため、各大学は学費をそれ以前の 3～4
倍まで値上げせざるを得なくなったのである。これは OU にも該当するものであった。現

在、学費を値上げは、入学者数の減少につながり、OU は過去に経験したような危機的な状

況に直面している。この点は、OU で学ぶ殆どの学生に当たる、パートタイム学習者が学費

の値上げに敏感であることを今一度示すものであり、受講者に対して別途の経済的サポー

トが必要であることを示唆している。 
 他方、OU のようにメディアを活用した教育方法を採択している大学に対しては、次の示

唆を与えている。第一に、スタディ・センターのように、各地域に設けられた拠点の利用

率の低下である。過去のスタディ・センターには、決まった時間にしか視聴ができない（マ

スメディアでの）講義を視聴できなかった学生のために、録画した講義が視聴できる施設

を備えていた。しかし、VCR など、パーソナルメディアの普及とともに、スタディ・セン

ターを訪れる必要性が減少し、これを受け、一時期、大学は VCR の整理を試みたのである。

以後、コンピューターやインターネットの普及により、さらにパーソナルかつフレキシブ

ルな学習が可能になり、スタディ・センターの必要性はさらに低下していった。第二に、

対面式テュートリアルがメディア上のものに代替されることである。Sesame を通して、メ

ディアだけでは代替することが難しいと思われていた対面式テュートリアルすら、コンピ

ューター上、インターネット上のものに代替されるようになったことを確認できた。こう
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した代替をめぐる議論は、2016 年現在にも OU の内部で激しく展開されている（ジョン、

2017）。 
 スタディ・センターの利用率の低下や対面式テュートリアルをメディア上のものに代替

するといった近年の傾向性は、OU のみに留まる問題ではない。筆者の調査によれば、OU
と同様の教育方法を採択している日本の放送大学においても、OU のスタディ・センターに

当たる学習センターの利用率が低下しており、OU の対面式テュートリアルに当たる「対面

授業」の必修単位が、30 単位から 20 単位に縮小されている。 
 勿論、Sesame に示されている OU の事例が、他の国や教育機関にまで一般化できるかに

ついては、十分な論議が必要であろうと思われる。これに関する深い考察については、別

稿を期したい。 
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